ま つ ている の も 無理 はな か つ た。 

「法 一 一目！」 

おしょう 

隣リの 部屋から 呼んだ 和尚の 声に、 ぴりッ と 身体 を 

ふるわせて、 あたかも、 恐ろしい 夢から 覚めた かの よ 

うに、 彼 は その 眼 を 据えた。 そうして しばらくの 間、 

返答す る こと はでき なかった。 

「法 一ー目！」 

一 層 大きな 和尚の 声が 呼んだ。 

「は、 ま、.」 

「お前、 御苦労 だが、 いつもの とおり、 本堂の 方 を 見 

まわって 来て くれない か」 



言わ れて彼 はぎ くりとして 身 をす くめた。 常な らば 

気楽な 二人 住まいが、 こうした 時には うらめしかった。 

この 恐ろしい 暴風雨の 時に、 どうして 一 人き り、 戸締 

まりを 見に 出かけられよう。 

「あの、 和尚 様」 

と、 彼 はやつ とのこと で、 声 をし ぼり 出した。 

「なんだ」 

「今夜 だけ は …… 」 

「 ま ま ま II 

と、 和尚の 哄笑い する 声が 聞こえた。 

「恐ろしい というの か。 よし、 それで は、 わし もい つ 



からく リ 

法 信 は 機械 人形の ように その 場に ひれ 伏した。 しば 

らく 和尚と ともに 念仏 をと なえて、 やがて 顔 を あげる 

じひ にんにく こうがん 

と、 如来の 慈悲 忍 辱の 光 顔 は、 一 層 柔和の 色 を 増し、 

暴風雨に も 動じた まわぬ 崇高 さが、 かえ つ て 法 信 を 夢 

のよう な 恐怖の 世界に 引き入れた。 

「恐ろしい 風 だな あ」 

和尚の 言葉に 法 信 は どきりと した。 

「f ^に 去 ln!」 

しばらくの 後、 和尚 は 突然 あらたまった 口調で、 法 

信の 方に 向き 直つ て 言った。 

ざんげ 

「今夜 わし は、 阿弥陀 康の 前で、 お前に 懺每 をし なけ 



のように うずくまって しまった。 でも、 今が 生死の わ 

かれ 目と 思う と、 その 心 は 最後の 頼みの綱 を 求めて、 

思わず 歎願の 言葉と な つ た。 

「和尚 さま、 どうぞ 勘弁して ください ませ。 わたし は 

死にた くありません、 どうぞ どうぞ、 生命 をお 助けく 

ださい ませ」 

r ヽゝ ヽゝ ヽ ■ 

I y 力 y 力 、^-」 

和尚 は 悪魔の 笑い を 笑った。 その 時、 暴風雨 は 一層 

つ よく 本堂 を ゆすぶ つ た。 

「これ、 この 期に なって、 お前が いくら、 なんとい つ 

て も、 わし はもう 容赦し ない。 さあ、 覚悟 をせ い！」 
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